
女性のチャレンジ応援事業 【福井県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １,４７５ 千円

交付金額 737 千円

事業番号 ②

・（公財）ふくい女性財団

・ふくい産業支援センター

・商工会議所 等

・相談者は「起業に関心はあるが何をしていいかわからない」、「何
が自分に向いているかわからない」など、具体的な起業計画作成に
至る前段階の悩みを持つ方が多数

そのため、自己分析やスキルの棚卸、ロードマップの提示など起
業を進める上での一歩を踏み出せるような支援を充実させる必要が
ある。

・女性の創業・起業に係る専門家による総合的な相談対応

創業・起業に興味がある方から具体的な支援を探している方など幅広い相談に対
応。

 加えて、ふくい産業支援センターや商工会議所・商工会などと連携を図り、
女性の”やりたいこと実現”に向けたサポートを実施

【福井県の現状】
女性の就業率 ５５．６％（全国２位）
女性の正規雇用率 ５４．６％（全国６位）

   共働き率                 ６１．２％（全国１位）

【福井県の課題】
女性が創業・起業にチャレンジしようと考えた際、気軽に相談・助言を受け
ることができるような環境がない。

【目的】

女性の再就職やスキルアップのため、女性に特化した創業・起業相談
を実施することで、幅広い女性のチャレンジを応援

【目標】
企業・創業相談 ２１件 → 実績 ２１件

・創業・起業に関する相談件数は、令和5年度は約8件にとどまっていた
が、令和6年度に相談窓口を設置した結果、34件と大幅に増加した。令
和7年度も21件と目標相談件数を達成しており、女性の創業・起業相談
窓口として浸透しつつある。

・実際の起業を目指し、事業計画作成も実施

R2国勢調査



事業の概要

福井県では、男女問わず創業・起業に関する支援を実施しているが、女性専用窓口や女性限定の相談日などは設
けておらず、女性からは「自分はそのレベルにない」「相談してもきっと相手にしてもらえない」といった声が多い。そこ
で、女性に特化した創業・起業相談を実施することで、このニーズに対応する。

 
○女性の創業・起業に係る専門家による

総合的な相談対応

・女性の再就職やキャリアアップの相談業務を行って

いる、「ふくい女性活躍支援センター」に専門家を

配置

・創業・起業に興味がある方から具体的な支援を探

   している方など幅広い相談に対応

○事業実績

・起業・創業相談件数 ２１件
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